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概要 

SLID(認識チップ)を基にしたベンチャー企業です。SLID はパターンマッチ機能を持

ったメモリデバイスであり、アクセス時間・検索時間を要さずにメモリ内の目的とす

るデータを直接認識することが可能です。情報処理の大幅な高速化・省電力化に役立

つ技術であり、用途実験では CPU と比較し 1 万倍以上の高速な認識が可能であること

を証明しました。音声認識への応用により認識精度向上、高速化、省電力化を実現し

ます。本技術の活用を希望する企業を歓迎します。 

簡略図 

   



 

背景 

 情報社会の進展に伴い、大容量データを取り扱う事例が増えています。それに対し、

データ処理を行う CPU の性能は向上しているものの、データ量の増大に追いついてい

ないのが現状です。その対策として、CPU を複数用いた並列処理技術や、スーパーコ

ンピュータ技術に頼っているのが状況です。 
 一方、音声認識技術は、技術の進展に伴って様々な用途で利用されていますが、認

識処理の高速化、高精度化のニーズは依然として高いです。 
 本テーマでは、CPU が情報処理工程上で必ず必要となるアクセス時間および逐次検

索処理（サーチ）を無くす、新しい情報検出デバイス：SLID（サーチレス情報検出デ

バイス）を提案いたします。SLID を音声認識分野へ応用することにより、音声認識処

理の高速化、高精度化を実現します。 
なお、本テーマは「国立大学法人 電気通信大学 電子工学科 範 公可 准教授」「国

立大学法人 電気通信大学 曽和 将容 名誉教授」との産学連携の成果です。 

技術内容 

コンピュータに保存されている情報データから、目的のデータを CPU が探し出すと

き、通常は、CPU がメモリデバイスのアドレスを１アドレス毎にアクセスし検索処理（サ

ーチ）する必要があり、データ量に比例して、アクセス回数が多くなり、サーチ時間

が多くなります。 

 これに対し、目的のデータを指定すると、そのデータのアドレスを直接検出する CAM

（連想メモリ）が開発されました。通常の CPU の検索処理と比較して大幅に高速化が

可能ですが、複数のデータの塊であるパターンなど複雑な情報のアドレスを検出する

ことはできません。 

 認識チップ SLID は、パターンなどの複雑な情報のアドレスを、検索無し（サーチレ

ス）に、直接見つけることを目的としたデバイスです。そのため、通常のメモリと比

較し、大幅な高速化が可能です。目的とする複雑な情報を、複数のデータの配列と捉

え、１）各データの情報、２）データ間のアドレス上の位置関係、を入力情報としま

す。認識チップ SLID は、この入力情報（パターン）に当てはまるアドレスを直接検出

する（マッチング）することが可能です。 



 

 

上図は SLID が行う情報処理工程のイメージ概念図です。 

アドレス中から、「青のデータ、および、青の右下に緑のデータ」がある配列を検出す

ることを目的としたとき、 

 



 
１）CPU はデータ量に比例して、アクセス回数が多くなり、サーチ時間が多くなります。

２）CAM は、「青のデータ」を一瞬で検出可能です。ただし、緑のデータを一瞬で検出

することはできません。（本図はイメージ図ですが、実際は非常に複雑なデータの

ため） 

３）SLID は「青のデータ」を一瞬で検出可能です。 

  このとき、全アドレス中から、「青の右下に緑があるデータ」「青の右下に赤があ

るデータ」の 2 種類へ候補が絞られ、青の右下のアドレスを指定して参照（パタ

ーンマッチ）することにより、特定することができます。 

 

データ量が多いほど、情報構造が複雑なほど、SLID は効果を発揮します。 

用途実験では、CPU 単体と比較して 1万倍の高速化を実現しています。 

 

なお、音声認識処理には、雑音信号の除去処理および参照辞書とのパターンマッチン

グ処理があり、この工程において SLID を適用することが可能です。 

 

技術・ノウハウの強み（新規性、優位性、有用性） 

１）音声認識処理の大幅な高速化、高精度化が可能です。 
 
２）音声認識に関する研究手法は、ソフトウェア上の処理に拠る技術が大多数です。 

本技術は、ハードウェア面（メモリデバイス）の応用の提案であり、 
高い新規性／独自性があります。 

 
３）CPU では高速化を実現するために並列処理を行う場合、大型化、電力量の増加、

コスト増に繋がりますが、SLID では単体で相当な高速性があります。 
  （※用途によります） 
 

      連携企業のイメージ 

本技術を応用した音声認識アプリケーションの開発、利用を希望する企業へ 
ご提案いたします。例えば、以下の企業へご提案が可能です。 
 

１）音声認識機器を開発している企業 
２）音声認識機器を利用している企業 
３）音声認識分野への事業進出へ意欲的な企業 

 
※ ほか、SLID に興味がある方は是非お問合せください。 

技術・ノウハウの活用シーン（イメージ） 



 
音声認識の用途として、例えば下記へ展開可能です。 
音声認識の高精度化、高速化のニーズに対応可能です。 

 
１）カーナビゲーション 
２）知能ロボット 
３）コールセンター 
４）音声ガイド 
５）遠隔コミュニケーション 
６）その他、音声認識の用途。 

 
特に、カーナビゲーションにおいては、認識処理を高精度化・高速化することによ

り、利用者の利用性向上、ストレスレスな車内環境を実現可能です。 
また、近年の知的ロボットは、教育機能や判断機能など、高度な人工知能を実現し

ていますが、情報処理に相当な計算量を要します。本技術を活用することにより、大

幅な知的判断の高速化が見込めます。 
 

技術・ノウハウの活用の流れ 

SLID の音声認識への具体的な応用手法に関しては、お問合せください。 

ご説明の上、ご提案させていただきます。FPGA 段階であれば、直ぐに連携が可能です。

 

                     専門用語の解説 

【CPU】 

コンピュータなどにおいて中心的な処理装置として働く電子回路です。プログラム

によって様々な数値計算や情報処理、機器制御などを行います。 

 

【メモリ】 

CPU などのプロセッサが直接アクセスすることができる記憶装置です。 

CPU がアクセスする場合、アクセス時間と、目的のデータを探すための検索時間が必

ず必要です。 

 

【アドレス】 

 メモリ内の各データの保存場所です。「番地」とも表現されます。 

 

【CAM】 

 連想メモリと呼ばれます。直接、目的とするデータを検出可能です。ただし、複雑

な情報は検出できないため、IP アドレスの検出など、用途は限定的です。 



 
 

【SLID】 

 情報の配列の中からパターンなどの複雑な情報を直接見つけ出すことを目的とした

デバイス。 

半導体１チップで並列処理によるデータ検出と、そのデータの並列アドレスマッチン

グの双方を実現させた認識チップ、１チップで完全なハードウエアパターンマッチン

グが可能なので超高速で高精度な認識が可能になる。 

               お問い合わせ先 

下記からお問い合わせください。 

http://www.open-innovation-portal.com/corporate/manufacture/speech.html 

 

 


